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ら
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月
の
中
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節
ぜ
ま
で
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取
申
告
の
時
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す
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は
紛
糾
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倒
的
感
一
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中
山
市
令
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総
務
務

級
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。
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令
む
に
必
穏
な
品
日
中
什
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付
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付
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台
湾
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ず
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ら
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車
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す
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時
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、
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。
ハ
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だ
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。
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収
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収
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伶
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付
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叶
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仏
師

事
業
向
悦
な
ど
の
申
告
を

t
z
い
た
だ
急
所
持
H
M
け
的
人
で
、
約
務
先
か
均
給
与
口
必
媛
縁
側
目
的
わ
か
る
冷
涼
支
り
や
仏
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伐
に
ら
ξ
ヴ，.、

桜

山

脱

線

終

鐙

晶

体

主

払

い

念

の

証

明

洋

支
払
い
世
間
設
‘
絞
殺
身
行
口
組
醜
業
綬
入
か
ら
一
鐘
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磁
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縦
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療
で
お
尋
ね
下
惑
い
。
市
民
中
市
川
に
は
い
ろ
い
ろ
の
持
執
一
が

摘
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3
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円
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検
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縦
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憐
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仏
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m検
定
申
血
日
は
け
小
川
に
巾
h
H
し
て
下
ぎ

な
ど
的
続
人
を
し
た
人
は
滅
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ソ
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仁
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澗
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受
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に
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磯
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叶
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史
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収
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司
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滅
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械
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付
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篠
宮
血
詩
的

5
年
以
内
的
年
波
一
地
納
が
認
め
h
れ
ま
注
目
時

2
月

守

・

昔

間
用
紙
が
館
山
い
場
合
拡
総
務
即
習
で
お
受
取
す
か
ら
ご
引
相
談
干
さ
い
。
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叫
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付
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縫
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検
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叫
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湖
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。
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を
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台
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台
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る
と
と
も
に

M

L
合
っ
て
み
ま
し
k

o
護
婦
議
開
設
置
と
毒
@
工
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
予
定
で
、
終
孫
子
市
と
裏
認
す
る
し
習
に
霊
を
宮
勺
て
い
ま
す
協
定
絞
警
剖
ご
メ
ー
ト
ル
喰
総
本
苧
祭
器
浄
化
に
も
役
若
手

q

ょ

う

a

O

消
防
鈴
蘭
円
周
知
綾
城
と
訓
練
。
将
来
、
予
ρ

質問的一協同城

γ氷
滋
に
蕊
紡
さ
総
分
は
、
昭
和
U
H
年
燃
に
加
問
刷
用
で
き
る
ニ
内
よ
う
な
不
時
間
前
な
格
一
辺
を
廃
止

ま駒
山

V
綾
申
障
で
の
火
災
厄
Y

G

逃
維
持
mw
索
令
磁
係
。
せ
る
日
品
川
で
行
な
っ
て
い
る
も
め
?
?
の
子
中
正
で
す

E

す
る
た
め
に
も
、
手
引
氾
流
域
下
本
滋

肝

務

。

奈

襲

警

皇

室

と

ん

。

言

語

学

主

主

主

沼

市

内

草

子

水

害

、

棄

と

汚

水

事

が

背

さ

れ

る

わ

け

そ

火
む
た
ば
こ
の
投
げ
す
V
虫
災
予
防
遜
融
制
機
制
問
中
の
主
な
行
議
舎
と
り
タ
〈
十
巾
府
村
山
川
ぺ
広
滅
的
向
日
い
下
を
一
別
々
内
山
宵
で
臨
時
除
ナ
る
分
一
流
方
式
を
市
の
下
本
巾
鴨
緑
で
は
、
沼
市
街
地
内

て
と
ね
た
ば
こ
的
防

2
月
間
四
口
問
中
前
7
時
に
前
防
総
‘
減
点
を
れ
~
以
し
千
焚
沼
的
汚
染
を
防
止
採
田
市
L
て
お
り
、
ド
水
道
的
根
町
淡
町
中
は
下
水
泊
円
終
総
会
急
ぐ
と
め
に
、
以
内

止
。
必
支
所
及
び
各
分
関
紙
叩
ぜ
い
っ
せ
い
し
ょ
ヲ
ー
と
ち
出
聞
が
掛
臨
め
て
い
る
卒
業
で
叩
パ

i
セ
シ
ト
と
念
間
関
T
J
q
d
v
b
上
話
つ
が
滋
倒
的
可
を
受
け
て
お
り
、
そ
的
計
図

幹
終
品
館
際
収
協
議
阪
闘
紛
紛
問
問
附
隊
総
綴
協
凶
附
脳
間
級
機
関
制
限
闘
総
綴
隠
際
協
約
4
問
時
制
限
附
閣
制
限
限
燃
綴
附
附
際
紛
蹴
倒
問
問
限
協
蹴
制
問
悶
附
則
矧
鋭
国
間
附
間
約
関
続
時
間
関
同
様
対
問
削
例
制
綴
掛
期
総
間
関
関
総
出
級
料
開
問
問
総
儲
制
約
附
倒
的
協
例
制
削
悶
悶
悶
終
時
刻
問
問
時
限
時
同
対
附
際
関
機
械

i

こ
の
ほ
ど
・
指
摘
同
防
本
務
で
ま
と
め
情
川
書
見
淡
幅
削
は
、

9
7
4万
6
0
0
0

の
欽
泌
を
AV
っ
て
い
た
だ
い
た
総
緩
み
で
つ
e
と

し

た

不

必

む

に

よ

る

も

的

ぜ

大

に

絃

紙

険

制

判

に

竹

見

る

と

、

hd仙
閉
じ
よ
る
い
ま
す
の

た

昨

年

記

内

の

火

災

霊

童

、

救

守

撃

の

7
2
6
8
Z
o
o
A
号

、

い

ず

れ

も

ボ

ヤ

警

で

章

、

学

三

人

一

人

三

縁

起

駁

し

て

昨

年

の

救

急

件

数

義

が

↓

番

多

〈

3

4
件
、
つ
い

C

品
略
的
望
書
は
ま
号
に
か

祭
日
載
が
発
表
怒
号
し
た
命
以
捻
ぺ
約
前
パ

i
セ
ン
ト
減
に
な
っ

t

震
火
災
高
言
し
た
。
い
れ
ば
妨
げ
た
も
的
ば
か
り
で
す
。

1
1
3
2件
交

通

事

故

2
2
1徐
に
な
っ
て
い
手
。
ぎ
る
よ
う
に
お
竺

L
手
。

火

災

一

室

辻

、

苦

で

、

実

叫

閥

横

い

ま

す

。

も

し

火

災

に

な

っ

た

ら

一

級

品

…

く

こ

れ

か

ら

は

去

が

乾

い

て

も

2

1
日
平
均

-
3件
議

に

よ

る

救

義

務

中

に

は

‘

主

務

に

よ

り

き

た

長

3
万
4
7
8
6平
方
〆
333522?"
伸
、
同
祖
先
ニ
れ
は
み
な
さ
ん
が
火
泌
ヤ
訪
を
深
消
防
線
に
知
ら
せ
る
併
が
州
間
協
口
を
渋
h
y

も

大

事

に

な

り

や

す

い

日

が

後

き

ま

す

む

救

急

車

で

な

付

れ

ば

な

ら

な

い

真

的

救

白

隠

外

に

お

い

て

伎

と

た

事

故

ロ

林

野

語

6
2
6
0
V
7
;
ル
、
〈
認
識
し
、
「
火
事
は
問

τ見
つ
け
て
般
に
〈
い
と
す
主
で
す

u

十

分

気

を

つ

け

ま

し

ょ

う

。

貯

ま

菱

重

は

.
1
1
3
2仲
童
数
だ
け
で
な
く
、
タ
ク
シ
ー
が
わ
む
公
衆
的
治
人
り
す
る
警
に
お
い

そ
同
然
E
万
3
5
3
3平
カ
メ
ー
ト
ル
司
早
〈
消
A
J
1日T
い
通
報
h
y
J
な

い

抑

制

答

」

火

災

以

…

閤

則

的

多

〈

は

い

す

れ

も

ち

止

で

I
H
U平
均
3
件
に
h
u
?

で
い
ま
て
り
い
い
然
わ
れ
て
い
る
場
合
も
含
ま
れ
て
て
ゑ
と
た
事
故

Z

〈
川
山
総
本
部
)

に
サ
イ
レ

y
.

中
銭
円
吹
鳴
打
ぺ

危
険
物
出
叫
ん
窓
会
、
仲
間
大
窓
口
に
よ

る
火
災
予
防
絞
殺
校
総

n

日
時
朱
索
隊
険
物
貯
蔵
所
‘
紋
制
叫
品
川

地
ザ
偽
札
び
お
穣
事
業
昨
的
作
品
入
検
去
、

市
内
を
通
浴
す
る
移
動
タ
ン
ク
貯
協
耕

一
昨
(
タ
ン
ク

u
i
リ
)
内
立
入
検

獄。

2
舟
怨
日
か
ら
3見
付
日
間

火
災
は
人
災

勝

ぐ

は

あ

意

先

/

議議見綴官賞 974方向昨年比87，，/，。主主

火災党知別状況

火災別件数
(焼鳥面積・調帯見調蹄}

I "番

"体

殺傷

， 34件

(6)<l人}

救ゑ件数内訳

1'¥ットをさねにかえて

b
f日大黄』つ中つ

年
も

少
川
明

f
l
j
i
!、2
3

2

I

よ
喝
1
n
u
H羽
市
内
4
f
d
d、主

防
で
、
h
y
斗
野
球
チ
j
ム
笥
?
之
ロ
j

ズ
内
父
母
が
や

Y
方

、

も

と

き
た
公
が
一
げ
な
わ
れ
ま
し
と
，

ニ
の
も
九
つ
芸
大
会
は
‘
マ
ミ
ロ

ー
ズ
ジ
ュ
ぷ
ア
的
お
時
さ
ん
泌
が

e

，F
い
ど
も
や
続
行
、
コ
ー
チ
に
よ
ろ
こ

ん
で
も
h

お
う
と
聞
か
わ
れ
と
も
内
で
‘

告
片
付
は
、

2
0
0へ
も
の
ち
加
で
大

立偽

uuω
U
3
 

パ
ァ

i
を
似
り
な
れ
て
い
る
J
いと

む
汝
b
キ
ネ
ル
」
従
る
の
は
、
初
的
て

必
殺
V
H凶
な
が
ら
も
織
し
い
一
日
で

し
た
か

昭
和
計
年
は

1
0
6
5謹
福
岡
剛
一
比
防
車
情
)

罷
業
統
計
韻
査

柑
開
条
婆
議
燃
は
閣
の
統
計
一
議
殺
で

2
年
絡
的

S
Wけ
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

駁
初
出
年

5
Rめ
絞
殺
で
は
、
商
指

数
1
6
6
5燃
‘
従
業
員
数
3
3忽
6

人
と
な
り
ち
前
回
(
昭
如
何
特
午

J

よ
り

そ
れ
ぞ
れ
‘
路
市
珂

m-mkvMmと
な
っ

て
い
ま
す
固

制
階
約
帖
棋
の
ピ
ッ
ク
3
は
飲
食
料
品
小

潟
裁
が
3
6
3市
柏
町
的
削
泌
兆
円
%
以
明
〉

欽
食
緩
が
2
3
3山
間
(
前
滋
陥
内
総
%
陥
哨
)

駒
郡
腕
持
・
建
具
什
議
小
命
議
別
総
(
前
尚
凹

比
明
日
%
揃
唱
と
な
っ

Z
い
ま
す
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問。

銭
円
幻
丹
生
活
か
ら
、
と
う
し
て
む
h
E

コ
て
し
ま
、
ヲ
ト
ラ
ブ
ル
、

M
M
A
与
な
と

を
帆
仰
に
も
う
ち
あ
け
ら
れ
ず
E
人
で
考

は

ー

で

し

ま

フ

て

い

る

人

は

い

ま

せ

い

一

日

一

時

計

持

供

向

性

心

れ

れ

れ

一

吐

露

間

叶

N
U
n
u
援

措

一

授

は

4
校

…

れ

同

誌

は

日

ト

一

計

品

別

huu

喜
市
外
か
ら
移
っ
て

Z
人
は
、
で
き
た
に
液
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
る
撃
童
謡

ι日
)

倒

;

事

与

・

偶

人

も

多

数

受

賞

…

返

く

高

ま

す

ま

す

G

住

小

言

宗

室

L
た
の
を
納
品

5
…u
c
u
p
-
a
;詩
托
抗
議
総
務
訪
問
子
議
小
中
高
害
援
官
官
伝
説
片
付
時
詳

し

ょ

う

か

。

主

流

量

-

議

会

ど

、

機

器

署

長

く

を

手

。

側

企

つ

語

劇

議

室

小

学

夜

、

護

子

中

学

校

?

い

v
し

い

た

よ

、

ヮ

で

す

。

王

寺

山

子

会

絞

め

也

市

全

日

ま

し

と

市

は

柿

閥

会

ん

が

殴

つ

と

い

る

こ

と

の

高

議

案

い

と

ど

?

に

も

な

ら

な

議

機

管

季

五

方

の

罪

も

糊

属

事

警

告

し

た

切

山

践

す

る

も

、

警

に

於

て

は

、

詩

的

習

は

ね

主

的

検

問

大

火

、

;

解
決
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
て
‘
ぃ
望
ご
望
書
が
お
答
え
L

し

て

い

ま

す

。

附

A
鱒

麟

管

ま

た

、

個

人

的

飢

で

も

、

事

撃

ち

i

i

?

…
警
の
際
会
〈
従
て
盟
主
多
く
崎
山
井
鳴
を
い
か
ら
湾
与
心
に

い
ろ
い
み
な
霊

;i高
い
て
ま
す
u

議

事

務

欄

22・
4
議
開
今
年
予
諮
問
紛
ど
な
っ
た
五
日

2草
山

吉

4)が
襲

撃

鞠

譲

亀

p
t利

射

せ

ら

れ

ざ

る

状

態

に

あ

け

将

来

援

が

れ

、

皇

室

長

い

手

。

皐

金

塁

手

・

息

苦

)

鎚

)

例

制

裁

、

議

憾

の

書

震

等

を

お

う

と

貨

を

受

け

た

ほ

か

議

対

二

十

薬

品

鞠

一

jwUJ々
し

附

…

大

仁

詩

芸

品

棄

に

あ

リ

e
i
お
き
に
乳
母
に
去
り
れ
ま
し
た
ぷ

*

一

芸

懇

意

後

を

考

え

る

と

ど

3
し
て
も
主
義
を
し
た
晴
、
豊
が
お
か
し
い
、
欄
と
と
警
と
な
り
、
室
長
高
校
長
朴
容
ど
主
史
小
中
学
金
支
綴
機
織
手
ふ
幾
露
糊
晴
海
仰

z
e
以
上
的
外
的
山
川
に
於
て
設
燃
の
術
省
同
総
刊
誌
男
で
あ
る
文
雄
氏
は
次
的
訴

え

襲

撃

総

(

月

長

)

は

蓄

な

も

の

む

ず

e

ニ
ニ
ぞ
は
、
ゎ
市
長
が
腕
っ
て
い
た
号
、
消
費
者
ど
す
れ
8
0
0雪
教

え

る

は

ど

に

な

重

賞

し

ま

し

た

。

議

護

審

議

噛

了

よ

備

せ

る

小

令

さ

れ

て

は

佼

内

に

と

会

主

を

そ

主

主

に

行
欧
州
刊
ぬ
州
委
長
私
人
権
擁
議
委
闘
が
か
り
に
く
い
縦
攻
や
や
統
の
し
か
た
み
ぞ
し
て
不
輪
開
が
あ
っ
た
と
き
‘
惑
か
ら
来
持
り
ま
し
た
。
大
人
絞
ま
け
の
伶
ぬ
の
は
認
ぷ
中
そ
山
一
年
文
総
僚
の
も
的

t泣
け
て
、
党
塗
又
ぷ
私
的
k
A械の
2
絡
が
冷
山
崎
に
な
っ

色

ず

つ

に

決

意

向

方

高

普

受

設

し

、

お

手

伝

い

し

ま

す

。

る

義

?

を

ま

宇

治

問

I
A
E干
警

毒

事

予

言

語

量

と

い

う

よ

り

ゐ

り

ま

杏

霊

祭

佐

受

け

た

一

言

21dk湖
沼
で
め
〉
つ
あ
司
令
て
い
ま
し
た
必
認
め
な
い
本
は
は
と

暴

露

(

守

護

日

)

3
襲

撃

蓄

な

ど

〈

管

)

?

パ

ス

し

む

塁

量

的

作

品

を

せ

ん

俗

芸

俗

子

ち

ゃ

ん

の

ー

も

の

す

き

2
2
?議

へ

2
1
;主

し

縫
送
、
明
倒
的
欽
み
す
K
切
に
よ
る
ア
ル
市
役
所
内
宏
司
衡
を
入
る
と
浅
間
仁
被
附
集
約
れ
恥
山
町
官
官
会
宜
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
的
作
品
は
、
千
築
市
に
あ
る
川
絡
を
点
て
て
、
民

h

内
線
交
岬
と
品
悼
す
る
た
後
は
九
日
的
な
か
が
h
e
m
ツ
ン
と
す
る
く

コ
よ
中
畿
の
人
が
納
え
て
い
る
よ
う
回
議
室
が
あ
リ
モ
グ
ラ
フ
皇
制
そ
の
筆
、
室
内
部
議
秀
賞
謀
議
露
返
す
れ
‘
喜
雪
雲
を
始
め
た

2
2年
淡
か
ら

ν

ご
f
J
h
ア
為
替
~
れ
て
い
ま
ナ
的
り
い
守
し
た
J

で
す
や
判
官
え
て
譲
毒
し
た
り
て
い
た
だ
〈
と
わ
か
る
よ
う
に
、
日
常
掛
に
第
1
小
学
校
、
理
念
干
校
、
閣
制
人
た
ち
も
作
為
的
レ
ベ
ル
去
さ
に
臨
時
台
己
主
し
い
言
、
雪
山
芸
品
は
、
議
書
町
議
絞
霊
会
、
誌
に
誇
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おひと

ρ:本用品提換コーナーJ

穂ります

$ベビーベッド(3万円で) * 
プロパン周ガスストープ 割前こ

いのt:'り 事街"たたみ式マッ

トレス $ガスストープ(綴市

ガス*コンビラック 噂プ

ロパン周ガスレンジ $ウッド

ベース 市温風ヒータ* ウ

インドファン $ベビーベッド

以上面伐の上決定

譲って下さい

*パイオリン(4分の 1・2分

の 1) *三鍋寧 *冷蔵庫

車錫人周自転車 申フルート

$ダブルベ7'"
i皇絡は商工線まで内線281

| 千葉県民 I I 篠の講習会
政治大学 II <中央公民館〉

県民の政i合意~を高め.明るい

遣命維i血運動的リーダーを旋成す

る目的で.県民政治大学を行ない

ます.

惨開催日 3月 3日‘ 8目、 12日

18日. 23臼

惨場 所塚本ピル大ホール

T-11I也コ宮治 希望者l卓、県選第管

理事Ht会に申込書Fを提出 Lて下

さ‘、. <わし<1.1. 市選帯符埋

a~n会主で内線251

| 安全協会 | 
| 職員募集 |

柏交通安全協会で1.1.総貝をtJ

集しています.

俳人員女子 1r. 
T-.o 運転免許関係1¥111/1盤作成

惨動窃午前8時30分から午後5

時まで

砂年鴎 200il前後

験日時 3月 E日{火}午後 1時

から 3時

惨渇所 .fl/.係 F市中央公民館

惨定員 40'忽

ー実.900111 

惨申込 2月19B91記事から包括で

中央公民館まで (82)0515 

| 建股省で
土地立入調査

組 R符で11.n有地と l~街地の

唆軍事を硲必するために. 七地のiI.

入 η凋先を行ないます.

静注入日時 2月 7日から 3月初

日(午前 8配事30分から午I量5uJ春、

T-Jl:入区犠利俄111tili!rflJIJI1!た

から中的地先まで

(~J! ~企i'I'堤.l'Il 1

「一主云扇町古一一ー寸
Lー消防空J苧竺_J

覧を次のとおり行ないます.

砂期間 2月23日から 3月 9日ま

で

'砂場所 我孫子市役所内ilt併管理

委民会・湖北支所・布t主支所

持問l孟午前8時30分から午後4

時45分まで{土・日as日を含む)

ニのf.Il#I11月 1日現在で有資

作者向Illmlこもどづき鋼!Aしたも

ので.今年行なわれる予定の農業 去る 1 月 23 日.降り L~ る符を 殺係 F駅北口地区の環境の鐙備

委員会'1!貝の選帯の時に周いられ ついて‘ 132人容加者で瓜 6閥紛 改普と交通肉食会憶保および災寄

るも のです:(f<-，.ラソン大会が聞かれました. の発生防止など、健全な市街地の

ニの週軍司書人名簿li迫加{l録制度 {結時U1下裂のとおりです.) ~rzt を i血めてい〈うえの1&本とな

があ')ません.資no.r，.・の氏%がtr. *40.:l以下に参加された舗&u完治 る4'量産計耐を土地区図鐙埋法のm
Z止されているかどうか信かめて下 きん.住所不明のためメダル.1l 定によ叩次のと S章。縦覧します.

きい. f.ifI113月31日錨定します. 状!-ilSることができません.逮絡 惨綴覧期間昭和52.q.2月 8日か

{選司書管塑!"f!民会} 下さ“・電話 (82)9876 高野 ら昭和52.q.2月22固まで

新 春 マ ラ ソ ン 入 賞 者 '割問時間午前8時30分から午

'惨掌屋 {.Ij校卒~r.，!J支 '11込み 113H 5 11 1.で.l式検は

勃姐者t孟.鈎梼Q事時 1勾納百~i活安 3 tll21J・ 1311です.

金b品会に~絡して下きいわ L ( 11 JI(以消防庁へ事郎入

電M0471(67) 3626 !1f腺符1日係(t!03-212-2111)へ.

16水1'"附ヒ隼ワヲ縁日1公館¥3初日 告凶| 塑北台野球場の | 
| 刈~I I 休日利用打合せ 1 

~ d .J 吋時間情10∞~日 {~II 一一← ー
ー卜・図書貸出日日l'央公民館12ω-16.30 \-司、~II 41-1・ SJ1向日雄、 mllに訓.Jt
木 l噌小鬼マヒ隼ワヲ総与-1刷工会館13.3Cl-15.∞ ¥ t 11 内野崎喝をf使用し f口、手-/..11 11 

18 |[BM，噌老臥人削馴司帥綱峨段-勺竹つじ花剖叩1日J.3羽町川0-い、寸1凶s
金剖|叩柵唱引-，Ii巾li附i役削仙附叩婿恥刷刷，1山I“附』は山l代附t胡111附係削削司引引l9州∞ω-16.00

l"宵児絹餓-1似革，あ，びニ向t年Fドt舘9.3却0-1日1.ω1臼3.ω~時.ω

19 .1卜"図.翻貸附幽日州央知仙問公~:1蜘2ω 瓜

土

2o @I"目竃幽当醤蹄医-行fi!l叫台 t悦821汁7山 {峨域州ω叫.内咋.小制} 

21 白01:惜，心崎Eご白と繍制臨-叶命:凶蜘却叫、川 M 凶

A 向 1"つつじ窪休飽目

22火 123122TLUSlit約 J131300 時

23 ~_I ::!後制措炉つつ叫1ゆ 15ω
，，'1'1 I ..育児網段・ ilt~ {-r旬 1:公館9.30 11.∞ 13.ω 15.ω 
v 水 I，...時員会倭員遺骨量人名簿(/}/tt箆 13119111て}

241 .J 川畑精棚餓唱帰。陥~i'I\削 10 叶M
木|咽省貸出目-".央公民館12.∞-16.30

25金1"行政棚・人徳間側哨 I綿川崎aω

26土l咽曾貸出ト帆

27 @I.r BII!li1:t1Jl -rj. ~Fil:2!'U011J(外笹川鋪 1'l "1J A1  

28ロ|:S544gt誌ZPA!およ間:U22
MI"つつじ韮保田回 目[目

高
村
沿
判

絞っつじ経由休館UI1frjjgijl/l日と.隔週火l/lllで1
{市レンダー参照j

援問持貸/lIU I1毎週l幼刈~.Wです ただし 1Iおは休館
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傘錦亭u.'Iがん検:告.-{i斜手しがん検;tu.応D:11・J散のため.
受付を締切らせても・た I!~ l.す

-11J
儲
隠
切
n
h
v・内
p
l

集リ下書、、.

砂日時 3月 6A (Il)午後 6時

T-tI所 湖北台テニヨtコートわき

児東館

〈わ L<は湖北...野正草地遺骨岳

民会 JEftH正ー (82)1635まで

(敏行f-U会)

精 神障害者家族会
2月例会は19日

制仲町;時打京銀会的 2月定例会

は 19U 午後 1 時から納jljr~叶ロン

{納N(JI(IJ九Jt-3階)で開備しま

す.初めての Jjに勉強をすすめま

す.

〈わし<l:i.納保健所予防偲京

S長会 0471 (67) 1255 (的保健刈)

品仰るい話題

砂目線野望唾ま量きん(mρ1089-88) 

から悩llI: ll~ !fi 1ニと 50.000)1 1 の務付

があリました、ご好.6:1ニ自民却し.

|三ラ長官ム|
地fIl住民的社会理署ft活動への繍

鰍的事~'mによる地fIl <.るみの悩祉

を~~するた的に、ボランティア

袋IJltol'仮をftないます.

f量5時まで

T-Ii箆覧泊所 市役所開発節北口綴

市改造線

{郎市改選司li膏所)

|佐倉市松ケ丘団地|
一般分強 | 

財図法人予葉眼鏡市公社でl.t.

IEむための住宅を必要とする方で

住宅金融公14(の僧資を受けなけれ

ば住宅を取得できない方を対象に

佐倉市鈴今丘団地問土地付畢木通

2階IB住宅を分銀します.

b所在調血佐倉市塊字大束 20411

-IJ・

'線復 3LDK-4DK 

'戸敵 46戸

T-II渡包絡約13∞万阿から 17ω

万悶b住宅金風公...11430万円

Þ-11I~・ 2月17日から22日まで

鰐市公社鍵窃調書 1官事翁窃割高 2偲

で頒布します.

ー日時 31116日 . t-申込 2月18日から22目までの

T-t.I所 納，Ij 午前9時30分から午後 4時まで

惨内容 ポランティア活動で地総 統節市ピル 1陪ホール{土、目

ぐるみの悩位継過 平常遇。)

b 申~ 幼虫Z者t主、 2月25日まで 〈わし(1主、千葉県書官市公社耳障

に我狐f-iIi社会緬祉悔at会へ也 君野郎181保黛君事筋 2操

断で巾込んで下きい.電磁舵) 買E儲0472(24) 1771 

0214 

中小金集資金貸付条件

4司 副ド

我孫子市
中小企業資金貸付

市内中小企業向健全f1rzt.金 磁

の1111ll化をはかるために.資金的

貸付をfrな勺ています 3

"倫侵入の資格

有効に使わせていただ島ます. 引き続~ 1年以J:ri¥ll，拠aを営む

:1)市内に税務所.合1ifi時をもち.

12司φ持続.]
・固定資産税 第4期分

l垂柳物跡事1

「会

l鍛:.81i帯 2H28日(月 19:30-16:00

・喝所 興掲.'f・ Ifrn:会館・湖北11主婦 i 1._ 

されている1;.

(2)常時使用する従集日が20名(商

5.サーピス黛l.t5名)以下で、

子Z臨時lfl1lft保証協会の保E正の対象

となる.個人又11法人であるニと.

'受付掲所

市役所I鴎.:r:線電磁 (82)1151 

内 線281

-日時 2月25日(金)

10: 00-15:ω 
行
政
・
栂
犠
一-場所商工会館
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